
事業者向け 放課後等デイサ…ビス自己評価表 (公表)

: 2024年  2月  15 事業所名 :ことちサポート教室「きらり」下野校

改善目標、工夫している点など

支援内容に応じ、活動しやすいようパーテーション配置を

都度変更するなど、室内レイアウトの工夫をしています。

職員体制で欠員が出る場合(aょ利用者様に負担となら

ないよう連携を取り職員全体で対応していきます。

入口に段差があるため、職員に入退出の際の注意喚起

を図つています。また、寄 u用者様の特性,実施プログラム

に応じ、使いやすさを意識したレイアウトを配慮しています

社内の全体会議や教室内情報共有を通じ、目標の理

解と進捗状況についての共有化を図ることで、職員全員

参力mこよる業務改善に取り組んでいます。

アンケート調査結果を基に教室全体で改善点な勝巴握し

質の向上に繁いでいきます。

教室に自己評価結果を掲示しております。

また、ホームページ上にも結果開示させていただいていま

す。

定期的な内部監査による第二者評価を実施し、是正内

容については品凍に業務反映を行うよう留意しています。

職員が定期的なテーマ研修や事例検討会に参加するこ

とで資質向上に向けた意識を持つ機会を設定しています

事業所内相談を行いご要望を伺つています。またアセスメ

ントシートを活用し、保護者様のニーズに合わせたサービス

計画を作成するよう努めています。

標準アセスメントシートを活用し、寄 U用者様の特性を理

解把握しています。

職員全員で、提供ブログラムについて検討を重ね、実施

結果について反省、フィードバックを共有しています。

定期的にプログラム内容の見直しを行うことで、夢 u用者

様に沿つたご支援となつているか検討を4手つています。

個々に応じて課題を細やか(こ設定しています。

イベント等の集団活動を摘官行えるよう計画を作成し実

行しています。

必ず教室全体でお子様の支援内容を共有しています。
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チエツク項目

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切であるか

職員の配置数は適切であるか

事業所の設偏等につして、パリアフリー化の配慮が

適切になされているか

業務改善を進めるための PDCAサイクル (目標

設定と振り返り)に、広く職員力滲 画しているか

保護者等向け評価表を活用する等によリアンケー

ト調査を実施して保護者等の意向等を把握し、

業務改善につなιチているか

この自己評イ面の結果を、事業所の会報やホームペ

ージ等で公開しているか

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につな,デているか

職員の資質の向上を行うために、研修の機鈍 確

保しているか

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ

や課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサ

ービス計画をイ乍成しているか

子どもの適応行動制犬況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用しているか

活動プログラムの立柔をチームで行っているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細や

かに設定して支援しているか

子どもの状況I誌じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合槌 て放課後等デイサービス計画を作成

しているか

支援開攻台前に爛職員間で必ず打合せをし、その日

行われる支援の内杏や役書」分担について確認して

いるか
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支援終了時点で、担当職員より結果のフィードパックを受

け、また支援記録の記載内容を相互確認しています。担

当職員への改善事項のアドパイスもその時点で実施して

います。

正しく記録を取ることで次の支援がスムーズに行えるよう

改善点など記録しています。また改善点などもメモとして

残しています。

6か月単位でモニタリングを行い、支援計画の見直しを継

続実施しています。

群 u用者様個々のニーズに合わせられるよう、複数の活

動を組み合わせたプログラムを検討しご提供しています。

サービス担当者会議は教室全体で行い、ご利用者様の

特性・状況を把握した上で、児発管肘子います。また、必

要に応じ指導員と参画しています。

保護者様を通し、ご利用者様の学校での状況共有を行

い、必要であれば、支援記録について学校の担当教員に

共有を行つています。

該当がありません。

日頃から関係機関との関係を維持し、必要に応じ利用

者の教室での様子などを保護者様を通じて共有していま

す。

保護者様からのご依束罠に基づき、関係機関への支援記

録の共有を行つています。

必要に応じ、専門機関と連携し、助言やアドパイスを得る

ようにしています。

イベントの際利用者様が友人と一緒に参加し交流するこ

とがあり、交流の機会を検討していきたい。

協議会の参加が可能であれば検討していきたい。

保護者様へのフィーW〈ック時に、誹 u用 者様の状況や課

題について話し合いを持ち、共通理解を得るように努めて

います。

事業所内相談等でペアレントトレーニング等のアドパイス

を実施するケースもあり、具体的な内容については子L続し

てブラツシュアツプしご提供できるよう努めてまいります。

契約の際にご説明し不明な点は質問にお答えしていま

す。

積極的に事業所内相談支援を実施し、保護者様の悩

みに対するご相談に取り組んでいます。
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支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等

を共有しているか

日々の支援に関して正し信己録をとることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービ

ス計画の見直しの必要性を判断しているか

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合わせ

て支援を行つているか

障害児相談支援事業所のサービス子日当者会議に

その子島 の状況に精通し賑 もふさわしい者が参

画しているか

学校との1晴報共有 (年間計画・行事予定等の交

換、子どもの下校時刻の確認等)、 運絡調整

(送迎時の対応、トラカレ発生時の運絡)を適

切に行つているか

医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場合は、

子どもの主治医等と連絡体制を整えているか

就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こど

も園、児童発達支援事業所等との間で情報共有

と相互理解に努めているか

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から

障害福祉サービス事業所等べ移行する場合、それ

までの支援内容等の情報を提供する等しているか

児重発達支援センターや発達障害者支援センタ

ー等の専門機関と運携し、助言や研修を受けてい

るか

放課後児重クラブや児重館との交流や、障害のな

い子よ光活動する機会ぬちるか

(地域自立支援)協議会等韓 極的に参加し

ているか

日頃から子あ の状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の1犬況や課題について共通理解をす寺つてい

るか

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に女すしてペアレント・トレーニシゲ等の支援を行つてい

るか

運営規程、支援の内容、利用者負担等につして

丁寧な説明を行つているか

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適

切に応じ、必要な助言と支援を行つているか
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イベント開催時などの機会を通じ、積極的に保護者様

同士のつながりが持てるよう配慮し、ご支援させていただい

ています。

苦情の発生には真子摯に向き合い、解決策の提示と再発

防止を徹底しています。また、保護者様、夢 u用者様に

は迅速な改善策の周知を心控「けております。

定期的なSNSやチラシ作成により、教室での取り組み

内容の発信を行つています。

事業者内部での保管を徹底し、個人情報に関しては施

錠可能なスチールロッカーでの保管を徹底しています。

状況(こ応じて個室の利用や、パーテーションを活用したパ

ーソナルスペースの利活用など工夫しています。

事業所主催では実施できていないものの、行政による企

画イベントヘの参カロな係 極的取り組みを4子つています。

今後機会があれI漸向きに取り組んでいきます。

マニュアル単位でフアイリングし、職員、保護者への周知

を徹底した運用を行つています。

定期的 (月 /1)に、各種災害を想定した訓練を実施

しています。

虐待防止委員会を設置しユニット内で研修を行つていま

す。また、県開催の外部研修に参加しています。

個別支援計画において記載をしています。また、身体拘

束の判断についてはマニュアル化し保護者様に同意書を

頂いています。また虐待防止委員会を通じ、職員への周

知を図つています。

食事提供がなく、該当がありません。

ヒヤリ八ット発生について1よ都度報告書を作成し、防止

策を含めた事例を職員へ展開周知しています。
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父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開

催する等 (こより、保護者同士の運携を支援してい

るか

子どもや保護者からの音情につして、対応の体制

を整備するとともに、子あ や保護者に周知し、首

情があった場合に諷i束かっ適切に対応しているか

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予

定、連絡体制等の情報を子あ や保護者に対して

発信しているか

個人l情報に十分注意しているか

障害のある子島 や保護者との意思の疎通や1青報

伝達のための配慮をしているか

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図つているか

緊急時対応マニ立アル、防犯マニュアル、感染症対

応マニコ叫を策定し、職員や保護者に周知してい

るか

非常災害の発生に偏え、定期的に避異
~佳

、救出そ

の他必要な副|1練を行つているか

虐待を防止するため、職員の研修機笠 確保する

等、適切な対応をしているか

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか1こつ

して、組織的に決定し、子島 や保護者に事前に

十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサー

ビス計画に言己載しているか

食物アレルギーのある子島 について、医師の:旨示

書に基づ愈寸応力進れているか

ヒヤリ八ット事例集を作成して事業所内で共有して

いるか
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保護者等向け 放課後等デイサービス評価の集計結果 (公表)

公表 : 2024年 2月 15日

事業所名 :こどもサポート教室「きらり」下野校 保護者等数 (児童数):46回 収数 :40割合 :  87 0/O

臨 見、ご意見を踏まえた対応

スペースを上手に工夫してもらい他の子と
'的

かることなく

遊んでいます。→パーテーションなどの利用により、工夫す

ることで有効スペースの確保をイ子つてまいります。

少し足りなくて変更になることがある。→職員配置や専門

性について(よ留意していますが、欠員対応などはさらなる

配慮を継続してまいります。

入口に段差があるため、職員による入退出時におけるサポ

ートを行うことで事故防止に努めてまいります。

シャボン玉作りやスライム作成などいろいろな活動がありこど

もも楽しんでいます。→プログラムについては常に見直しを行

つており、変化のあるご支援をど提供できるよう心控卜けており

ます。→お子様に楽しんでいただける内容を計画し支援に

取り入れていきます。

子供の好きなキャラクターなどを使つて言十画してくださり楽し

く活動できています。→プログラムについてはお子様の興味の

あるものを準備し変化のあるご支援をご提供できるよう心推ト

けております。

子供の好みも取り入れてくれて楽しく通えています。→行

政主導のイベントなどを検討し外部交流を図つてまいりま

す。

定期的に支援内容、明細を頂き説明を受けています。→

保護者様からのご質問等やご不明な点に丁寧に対応させ

ていただきます。

フィートノヾックで丁寧に説明頂いています。また、毎回丁寧

にお伝して頂き穏やかに間いてくださるので親の方からも様

子を伝えやすいです。→利用者様とご家族に寄り添つて共

通理解をそ子つていきます。

適切な補助具を紹介してくださって有難いです。→詠 庭と

事業所で取り組んでいける教具など上がった際に保護者様

にき是案させていただきます。

コロナもインフルエンザもまだまだ流行しているので難しいと

思います。現状で満足です。→事業所企画のイベントなど

で保護者様同士の交流機会を積極的に作つてまいりたい

と考えています。

苦情の発生については、対応策と再発防止に向けた検討

を行い保護者様、蕩 U用者様へ周知説明を丁寧に行つて

まいります。

寄 U用の都度、保護者様へのフィートパックを実施しており

ます。また、事業所内相談を行いお困りや、稼 庭でのご

様子をうかがつています。
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チェツク項目

子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か

職員の配置数や専門性は適切であるか

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置なつぐ

リアフリー化の酉き慮が適切になされているか

子どもと保護者のニーズや課題が
~各

観的に分析さ

れた上で、放課後等デイサービス計画
iが

作成され

ているか

渚動プログラム市が固定化しないよう工夫されている

か

放課後児童クラフや児童館との交流や、障害のな

い子よ充渚動する機会があるか

支援の内容、利用者負担等につして丁寧な説明

がなされたか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の】犬況や課題について共通理解ができてい

るか

保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支

援が行われているか

父母の会の活動の支援や、保護者会等の

開催等により保護者同士の運携が支援されている

か

子どもや保護者からの苦情について、対応の体市Jを

整偏するとともに、子どもや保護者に周矢日・説明し、

音情力ちつた場合に迅速かつ適切に対応している

か

子どもや保護者との意思の疎通や1青報伝達のため

の酉己慮がなされているか
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SNSで情草Rを頂いているので興味が湧いて参加しやすいで

す。→事業所の予定について、SNSや教室により開示を

行い、利用者が活動概要や行事予定、または連絡体制な

ど認言哉できるよう努めています。

個人情報の扱しヽこついては、職員への意識啓蒙と、利用

者‖青報については施錠可能なロッカーヘ保管しています。

契約の際のご説明だけ出なく保護者様が認識できるよう

開示及び設置についての案内を徹底してまいります。

月一回、各種災害を想定した避難訓練を実施していま

す。

子どもにとっての大切な居場所になつています。SSTもこた

えられるようになり成長を感じています。ありがとうどざいま

す。→お子様に取つて大切な居場所となるよう支援内容を

工夫し質の向上に努めていきます。

いつも子供に対して穏やかに節していただき落ち着いて机に

向かうことができます。楽しみながら学習や訓練ができてい

るので大変満足しています。また、柔軟 (こ対応していただき

ありがとう慶 しヽます。

送迎サービスや長期休みの際は長時間の支援があつてほし

い。→引き続き、保護者様、利用者様に寄り添い、検討を

重ね成長をサポートできる事業所を目す旨してまいります。
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定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、運絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子島 や保護者に対して発信してい

るか

個人1膏幸阿こ十分注意しているか

緊急時対応マ4アル、防犯マニュアル、感染症対

応マ三コアルを策定し、保護者に周知・説明されて

いるか

非常災害の発生に偏え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な副|1練んM子われているか

子どもは通所を楽しみにしているか

事業所の支援に満足しているか

◎

④

⑮

⑩

⑫

①

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

i放課後等デイサービスを利用する個々の子洪丈ついて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関す

るアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支

援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児重発達支援管理責任者が作成す

る。

事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持つて行われる個々の活動のこと。子あ の障害特性や課題、平日/体国/長
期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。


